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４．県民指標に関すること 

  

「みえ県民力ビジョン・第二次行動計画」で設定した施策の成果をあらわす指標（県民指標）の

一部については、県民の皆さんの実感や状況で成果を測ることとしており、その実感や状況をみえ

県民意識調査で把握します。 

みえ県民意識調査で把握する県民指標の一覧については、以下のとおりです。 

※問い毎の集計結果は 52ページから 67ページに記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問番号 県民指標 関連する県の施策 

問４ 
人権が尊重されている社会になっていると感じる県民の割
合 

人権が尊重される社会づく
り 

問５ 
あらゆる分野で女性の社会参画が進んでいると感じる県民
の割合 

あらゆる分野における女性
活躍の推進 

問６ 多文化共生の社会になっていると感じる県民の割合 多文化共生社会づくり 

問７ 
地域社会の見守りの中で、子どもが元気に育っていると感
じる県民の割合 

少子化対策を進めるための
環境づくり 

問８ 成人の週 1回以上の運動・スポーツ実施率 
地域スポーツと障がい者ス
ポーツの推進 

問９ 地域活動等を行っている県民の割合 協創のネットワークづくり 

問 10 
魅力ある県産農林水産物や加工品が販売されていると感じ
る県民の割合 

農林水産業のイノベーショ
ンを支える人材育成と新た
な価値の創出 

問 11 得たいと思う県情報が得られていると感じる県民の割合 広聴広報の充実 
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 県民の皆さんの実感や状況 

 

問４ 県民一人ひとりの人権が尊重されている社会になっていると感じますか。 

（関連する県の施策：人権が尊重される社会づくり） 

 

○ 県民一人ひとりの人権が尊重されている社会になっているかどうかの実感については、『実感し

ている層』の割合が 36.8％で、『実感していない層』の割合（33.6％）より 3.2 ポイント高くな

っています。 

○ 前回調査の割合と比較すると、『実感している層』が 2.4ポイント低く、『実感していない層』

が 0.9ポイント高くなっています。 

○ 属性や属性項目における主な特徴（全体との差や前回調査結果からの変化が大きい項目等）は

次のとおりです。（※統計的有意性は未確認） 

・70歳以上の『実感している層』は全体より 5.9ポイント高いが、前回調査より 5.4ポイント低

い。 

・農林水産業の『実感している層』は全体より 7.3 ポイント高いが、前回調査より 3.6ポイント

低い。 

・学生の『実感している層』は全体より 13.2ポイント高く、前回調査より 4.8ポイント高い。 

・単独世帯の『実感している層』は前回調査より6.8ポイント高い。 
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問５ あらゆる分野で女性の社会参画が進んでいると感じますか。 

（関連する県の施策：あらゆる分野における女性活躍の推進） 

 

○ あらゆる分野で女性の社会参画が進んでいるかどうかの実感については、『実感している層』の

割合が 39.8％で、『実感していない層』の割合（43.7％）より 3.9ポイント低くなっています。 

○ 前回調査の割合と比較すると、『実感している層』が 0.1ポイント低く、『実感していない層』

は 1.9ポイント高くなっています。 

○ 属性や属性項目における主な特徴（全体との差や前回調査結果からの変化が大きい項目等）は

次のとおりです。（※統計的有意性は未確認） 

・東紀州の『実感している層』は全体より 2.4ポイント低く、前回調査より 1.4ポイント高い。 

・男性の『実感している層』は全体より 1.9ポイント高く、女性より 3.8ポイント高い。 

・30歳代の『実感している層』は前回調査より 6.3ポイント高い。 

・農林水産業の『実感している層』は全体より 7.2 ポイント高く、前回調査より 4.5ポイント高

い。 

・学生の『実感していない層』は前回調査より 11.2 ポイント高い。 

・専業主婦・主夫の『実感している層』は全体より 6.7ポイント低く、前回調査よりも 4.1ポイ

ント低い。 

・世帯収入が 100万円未満の層の『実感している層』は全体より 7.8ポイント低い。 

・世帯収入が 1,000 万円以上の層の『実感している層』は全体より 7.5ポイント高い。 
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問６ 外国人住民が地域社会の一員として共に暮らせる社会になっていると感じますか。 

（関連する県の施策：多文化共生社会づくり） 

 

○ 外国人住民が地域社会の一員として共に暮らせる社会になっているかどうかの実感については、

『実感している層』の割合が 31.1％で、『実感していない層』の割合（43.1％）より 12.0ポイン

ト低くなっています。 

○ 前回調査の割合と比較すると、『実感している層』が 1.1ポイント高く、『実感していない層』

が 0.3ポイント高くなっています。 

○ 属性や属性項目における主な特徴（全体との差や前回調査結果からの変化が大きい項目等）は

次のとおりです。（※統計的有意性は未確認） 

・伊勢志摩の『実感している層』は全体より 5.8ポイント低い。 

・18歳から 20歳代の『実感している層』は全体より 17.1ポイント高い。 

・その他の職業の『実感している層』は前回調査より 10.0ポイント高い。 

・世帯収入が 100万円未満の層の『実感している層』は全体より 9.2ポイント低く、前回調査よ

り 6.0ポイント低い。 
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問７ 地域社会の見守りの中で、子どもが元気に育っていると感じますか。 

（関連する県の施策：少子化対策を進めるための環境づくり） 

 

○ 地域社会の見守りの中で、子どもが元気に育っているかどうかの実感については、『実感してい

る層』の割合が 52.2％で、『実感していない層』の割合（32.2％）より 20.0 ポイント高くなって

います。 

○ 前回調査の割合と比較すると、『実感している層』が 0.1ポイント高く、『実感していない層』

が 1.2ポイント低くなっています。 

○ 属性や属性項目における主な特徴（全体との差や前回調査結果からの変化が大きい項目等）は

次のとおりです。（※統計的有意性は未確認） 

・東紀州の『実感している層』は全体より 3.9ポイント高く、前回調査より 2.9ポイント高い。 

・女性の『実感している層』は全体より 4.3ポイント高く、男性より 8.4ポイント高い。 

・50歳代の『実感している層』は全体より 5.4ポイント低い.。 

・農林水産業の『実感している層』は全体より 11.8 ポイント高い。 

・学生の『実感している層』は全体より 11.0ポイント高い。 

・三世代世帯の『実感している層』は全体より 7.7ポイント高い。 

・世帯収入が 100万円未満の層の『実感している層』は全体より 6.6ポイント低い。 
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問８ １週間にどのくらい運動やスポーツを実施していますか。 

（関連する県の施策：地域スポーツと障がい者スポーツの推進） 

 

○ １週間にどのくらい運動やスポーツを実施しているかの状況については、『週に１回以上』の割

合が 43.2％で、『週に１回未満』の割合（54.2％）より 11.0ポイント低くなっています。 

○ 前回調査の割合と比較すると、『週に１回以上』が 1.1 ポイント低く、『週に１回未満』が 0.6

ポイント高くなっています。 

○ 属性や属性項目における主な特徴（全体との差や前回調査結果からの変化が大きい項目等）は

次のとおりです。（※統計的有意性は未確認） 

・伊勢志摩の『週に１回以上』は全体より 6.9ポイント低く、前回調査より 6.6ポイント低い。 

・18歳から 20歳代の『週に１回以上』は前回調査より 10.2ポイント高い。 

・30歳代の『週に１回以上』は全体より 15.0ポイント低い。 

・30歳代の『週に１回未満』は全体より 14.1ポイント高い。 

・70歳以上の『週に１回以上』は全体より 12.1ポイント高い。 

・学生の『週に１回以上』は全体より 14.1ポイント高く、前回調査より12.2 ポイント高い。 

・世帯収入が 100～200万円未満の層の『週に１回以上』は前回調査より10.5 ポイント低い。 
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問９ ＮＰＯ活動・ボランティア活動・市民活動などの地域をより良くするための活動に参加され

ていますか。        （関連する県の施策：協創のネットワークづくり） 

 

○ ＮＰＯ活動・ボランティア活動・市民活動などの地域をより良くするための活動に参加してい

るかどうかの実感については、『肯定的回答』の割合が 22.3％で、『否定的回答』の割合（74.1％）

より 51.8ポイント低くなっています。 

○ 前回調査の割合と比較すると、『肯定的回答』が 1.9ポイント高く、『否定的回答』が 2.5ポイ

ント低くなっています。 

○ 属性や属性項目における主な特徴（全体との差や前回調査結果からの変化が大きい項目等）は

次のとおりです。（※統計的有意性は未確認） 

・東紀州の『肯定的回答』は前回調査より 12.4ポイント低い。 

・18歳から 20歳代の『肯定的回答』は全体より11.7 ポイント低い。 

・70歳以上の『肯定的回答』は全体より 6.4ポイント高く、前回調査より3.5ポイント高い。 

・農林水産業の『肯定的回答』は全体より 13.8ポイント高い。 

・未婚の『肯定的回答』は全体より 9.5ポイント低い。 
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問 10 魅力ある県産農林水産物や加工品が販売されていると感じますか。 

（関連する県の施策：農林水産業のイノベーションを支える人材育成と新たな価値の創出） 

 

○ 魅力ある県産農林水産物や加工品が販売されているかどうかの実感については、『実感している

層』の割合が 43.5％で、『実感していない層』の割合（37.6％）より 5.9 ポイント高くなってい

ます。 

○ 前回調査の割合と比較すると、『実感している層』が 1.7ポイント低く、『実感していない層』

が 2.7ポイント高くなっています。 

○ 属性や属性項目における主な特徴（全体との差や前回調査結果からの変化が大きい項目等）は

次のとおりです。（※統計的有意性は未確認） 

・伊勢志摩の『実感している層』は全体より 8.8ポイント高く、前回調査より 3.6ポイント高い。 

・女性の『実感している層』は全体より 6.6ポイント高く、男性より 12.9ポイント高い。 

・専業主婦・主夫の『実感している層』は全体より 6.8ポイント高い。 

・無職の『実感している層』は全体より 7.8ポイント低い。 

・単独世帯の『実感している層』は全体より 7.4ポイント低く、前回調査より 4.2ポイント低い。 

・世帯収入が 1,000 万円以上の層の『実感している層』は全体より 9.2ポイント高く、前回調査

より 4.6ポイント高い。 
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問 11 得たいと思う県の情報が、得られていると感じますか。 

（関連する県の施策：広聴広報の充実） 

 

○ 得たいと思う県の情報が、得られているかどうかの実感については、『実感している層』の割合

が 28.1％で、『実感していない層』の割合（50.9％）より 22.8ポイント低くなっています。 

○ 前回調査の割合と比較すると、『実感している層』が 1.9ポイント低く、『実感していない層』

が 1.5ポイント高くなっています。 

○ 属性や属性項目における主な特徴（全体との差や前回調査結果からの変化が大きい項目等）は

次のとおりです。（※統計的有意性は未確認） 

・東紀州の『実感している層』は全体より前回調査より 5.9ポイント低い。 

・女性の『実感している層』は全体より 2.1ポイント高く、男性より 4.5ポイント高い。 

・70歳以上の『実感している層』は全体より 4.1ポイント高いが、前回調査より 3.3ポイント低

い。 

・農林水産業の『実感している層』は全体より 10.2 ポイント高く、前回調査より 8.8ポイント高

い。 

・学生の『実感している層』は全体より 8.6ポイント高く、前回調査より9.3ポイント高い。 

・世帯収入が 100万円未満の層の『実感している層』は全体より 6.7ポイント低く、前回調査よ

り 6.1ポイント低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




